高度経済成長初期の世銀借款 : 1957-61年 (大森弘喜名誉教授古稀記念号) by 浅井 良夫
１ はじめに









第 I 期 世銀が日本への融資に慎重であった世銀借款の開始期（１９５３～５６
年）
第 II 期 世銀の対日政策の転換から「卒業」までの世銀借款の最盛期
高度経済成長初期の世銀借款―１９５７～６１年








１） 浅井良夫 [2014] の４期区分を，本稿では３期区分に改めた。
― ―１８３
（１９５７～６１年）




















































合計 ８４．９０ ４０３．００ ３７５．００ ８６２．９０（１００．０）
表２ 第 II 期世銀






























































































































































































第 I 期を扱った前稿に続き２），本稿では第 II 期を対象とする。
対日世銀融資の活発化にともない，１９５７年４月，世銀業務局 (Department
of Operations) のアジア・中東部は，極東部 (Far East) と南アジア・中東部




［出所］ IBRD, 17th Annual Report, 1961-62, p. 42.
２） 浅井良夫 [2014, 2017a, 2017b]。





















































セル・ドール (Russell Dorr) は５７年２月にイランに転勤となり，極東部の
発足後は，そのポストはリチャード・クアント (Richard F. Quandt)５）に引



















Company of America) 勤務後，１９５２年３月世銀に入行（“Richard F. Quandt”
［外交史料館 E’4.1.0.2-1-1第１巻］）。
６） ケラジュは，イラン石油 (Iranian Oil)，イラン・メリ銀行 (Bank Melli Iran)




































（１） 米輸出入銀行 (EXIM) 融資の活発化


















の総裁も，５５年１０月にエジャートン (Glen E. Edgerton) から，融資拡大を
支持する元国務次官補サミュエル・ウォー (Samuel C. Waugh) に代わった。
９）１９６８年，ワシントン輸出入銀行から米輸出入銀行 (Export-Import Bank of the
United States) に名称変更。本稿では，EXIM，米輸出入銀行を用いる。
１０） 世銀が EXIM 借款を拒否した表向きの理由は，追加の EXIM 借款により，
一国の対外債務額が増加し，世銀の融資リスクが高まるということにあった。
１１） 浅井良夫 [2014] pp. 25-29.
高度経済成長初期の世銀借款―１９５７～６１年
― ―１８９
ま た，５６年６月２６日 に，NAC（National Advisory Council on International





世銀の EXIM 対日借款の容認 アメリカ政府の EXIM 政策の変化に伴い，
EXIM は対日活動を活発化した。１９５５年８月には，ブラント EXIM 理事
が来日した１３）。高出力の火力発電設備の導入を急いでいた日本の電力会社
と，発電機の対日輸出を狙うアメリカの電機メーカー，日本への融資の拡




［出所］ William H. Becker and William M. McClenahan, Jr., The Market, the State, and the
Export-Import Bank of the United States, 1934-2000, Cambridge University Press,
2003, p. 308, p. 310より作成。
１２） Becker and McClenahan, Jr. [2003] pp. 98-99.
１３）『朝日新聞』１９５５年８月１６日，『日本経済新聞』１９５５年９月１日。
























tric Corp.) との間で発電設備の輸入交渉を進め，同社を通じて EXIM に借
























































画のごときは世銀の counsel 及び advice を受け，世銀を利用することが
適当と考えるし，又単純な機械輸入の延払等の金融は輸銀の方が好都合の
場合があると考える」と反論した。ブラックは，世銀は「真に日本のため











電力４社に対する EXIM 火力借款 １９５６～５７年に電力４社の EXIM 借款








Meeting No. 242,” March 6, 1956 [NARA RG56])。なお，NAC 本会議に先
立って行われたスタッフ委員会では，国防省の代表は，日本の工業力を強化
するこの種の借款を支持すると述べた (“NAC Staff Committee Minutes, No.




































































































































































































２８） 電気学会・火力発電技術協会編 [1962] pp. 149-151。
２９） 通商産業省編 [1990] 第３章第４節「外貨割当制度の運用とその産業政策的
意義」（宮田満執筆），p. 216.





























































































































































































ある (Mason and Asher [1973] p. 230)。プロジェクト・ローン原則は世銀協
定第３条第４項に規定されている。
























復興融資に関する説明に由来する (Mason and Asher [1973] p. 25)。
５１） 世銀開業から１９７１年６月末までに世銀と国際開発協会（第二世銀，IDA）
が行った開発融資１，０５７件中，プログラム・ローンないしノンプロジェクト

















調査団はジョン・デウィルデ（John de Wilde, オランダ生れ・米国籍）極











５５） “Terms of Reference of Mission to Japan,”from Martin M. Rosen to John C.




































































６５） “Memorandum of Conversation with Mr. Nishihara of the Ministry of
Finance,” April 5, 1957 [WBGA 1857456].



























６７） “Letter from de Wilde to Rosen,” April 22, 1957 [WBGA 1857456].
６８） “Some Points of the Questions Raised and Discussed on the World Bank
Loans,” MITI; “Suggestions by Ministry of International Trade and Industry on























































Lending to Japan – Memorandum from Department of Operations, Far East,”

































with the Japanese,” July 10, 1957 [WBGA 1857456], 西原直廉「昭和３４～３５
年の対外関係」昭和３８年１０月１７日，pp. 27-31）。
７５） “Note on a Discussion between Mr. Eugine R. Black and Mr. Takeo Fukuda on



























































７９） “Discussions with Mr. Ichimada, Finance Minister of Japan, on future IBRD















































































































たトルコ産業開発銀行 (Industrial Development Bank of Turky) であった。同
行は，トルコ中央銀行の資金援助を受けて，民間金融機関の出資により設










































８０） International Bank for Reconstruction and Development [1954] pp. 162-163;




東 京 電 力
中 部 電 力
関 西 電 力
九 州 電 力
東 北 電 力
日 本 航 空
八 幡 製 鉄
富 士 製 鉄
日産自動車






















［注］１ 各電力および日本航空については EXIM よりの上記借入に加えてメーカーから
の協調融資を受ける予定。
２ 上記の他に東京電力（横須賀火力１号，２６５千 KW）が，メーカー (GE) と EXIM
との協調融資で計画されている。























８１） 浅井良夫 [2014] p. 32-33.
８２） “Japan – The Pattern of the Bank’s Lending for Private Enterprises in
Japan – Memorandum from Department of Operations, Far East (SLC/O/922),”
December 26, 1957 [WBGA 1857456].
８３） “Letter from DeWilde to Rosen,” April 12, 1957 [WBGA 1857456]. ４月４日
にデウィルデが川北禎一興銀総裁と面会し，日本経済の全般的情勢について
意見を聞いた。この会談は，興銀が開銀に代替し得る可能性を探るためだっ
たと推測される (“Meeting with Mr. Kawakita, President of Industrial Bank,”
April 4, 1957 [WBGA 1857456])。
８４） “Japan – The Pattern of the Bank’s Lending for Private Enterprises in
Japan – Memorandum from Department of Operations, Far East (SLC/O/922),”







調査のためにピカリ (Mario Piccagli) とフィリッピ (J. Filippi) が来日，５８年
１月には，鉄鋼プロジェクトの調査のためにリップマン (H. B. Ripman) ほ
か２名，道路プロジェクトの調査のためにファン・ヘルデン (H. J. Van





























































































道路 ７８，０００ １００，０００ ― １００，０００


































































































































１０４） 世銀の貸付番号 (Loan Number) は，通し番号に国名を付する形になってい
る。最初の借款である対仏借款（１９４７年５月）は，1 FR と表記される。
１０５） 関西電力 [2002] pp. 388-398.
























































１０９） 通商産業省重工業局編 [1963] pp. 156-157.
１１０） 鉄鋼新聞社編 [1971] pp. 690-691.
１１１） “Japan – Application for Loan Equipment to $7.2 million for Kawasaki Steel



























１１２） “Letter from Ripman to Aldewereld,” February 24, 1958; “Japanese Steel Pro-





























































































































































ル）に増えた（「IMF, IBRD および IFC 年次総会資料（為替局関係）」１９５９
年９月，〔大蔵省〕為替局［旧大蔵省史料 Z18-486］，尾崎英二 [1969] pp.
20-21)。













































































































































































































































合計 ２５２，０３０ ３０９，７７０ ５６１，８００
［出所］ Edward S. Mason and Robert E. Asher, The World Bank since Bretton Woods, The







ーズ社 (Blyth Brother’s Co.) に技術調査を依頼，５２年２月～３月には同社副

















































１３８）「高速道路に関する J. Howley 氏の覚書」〔建設省道路局，昭和３０年９月２０
日〕［旧大蔵省史料 Z18-302］。
１３９） 日本側は，川本の他にブライス社のヨルゲンソン (Jorgenson)，クロフォー




























































ー・バンク (National City Bank)，チェース・ナショナル・バンク (Chase
































除外された（「First Boston 副社長 Overby 氏訪日の件」財務参事官室，昭和
３３年５月１日［旧大蔵省史料 Z18-185］）。
１４９）「道路外債を公債とする場合の問題点」昭和３２年１２月４日，理・国（大蔵






















１５０）「First Boston 副社長 Overby 氏訪日の件」財務参事官室，昭和３３年５月１
日［旧大蔵省史料 Z18-185］p. 3。





























































Morgan Stanley & Co.
Kuhn Loeb & Co.
Dillon, Read & Co.
Harriman Ripley & Co.
White, Weld & Co.
Allen & Co.
Lehman Brothers & Co.
Kidder, Peabody & Co.
American Financial & Development Corporation
First Boston Corp.
Lazard Frères & Co.



































































































４ Harriman Ripley & Co. １９４７年のノルウェー国債引受で戦後外債市場に
登場。
Kuhn, Loeb & Co., Lazard Frères & Co., Smith
Barney & Co.と組んで引受幹事となっている。
北欧系の銘柄を手掛けている。
前身である National City & Co, が，興業債券，
東洋拓殖社債等の代表引受幹事となった。
５ First Boston Corporation ロックフェラー系の投資銀行。
戦後外債市場では出遅れている。
世銀債の引受幹事を Morgan Stanley と２社で
独占している。
前身である Harris Forbes は，日本電力社債の
代表幹事，東邦電力社債の平引受幹事を務めた。

























投資銀行名 金 額 発行件数
The First Boston Corporation
Morgan Stanley & Co.
Halsey, Stuart & Co.Inc.
Blyth & Co. Inc.
White,Weld & Co.
Merril Lynch, Pierce, Fenner & Smith
Lehman Brothers
Kuhn, Loeb & Co.
Kidder, Peabody & Co.


































ービー (Andrew M. Overby) の招聘を提案した１５６）。引受投資銀行について
は，ブラック総裁が鈴木源吾公使に対して，引受先はモルガン・スタンレ
ーにこだわらず，ファースト・ボストンに決定すべきと示唆し，チェース













１５６） オーバービーの経歴は以下の通り。１９４６－４９年 IMF 米国代表理事，４９－５２
年 IMF 副専務理事，５２－５７年財務省財務次官補・世銀米国代表理事，５７年
ファースト・ボストン副社長。
１５７）「First Boston 副社長 Overby 氏訪日の件」財務参事官室，昭和３３年５月１
日［旧大蔵省史料 Z18-185］p. 4。







































































































































































The First Boston Corp.
Dillon, Read & Co., Inc
Kuhn, Loeb & Co.
Blyth & Co., Inc.
The Dominion Securities & Corp.
Eastman Dillon, Union Securities & Co.
Glore, Forgan & Co.
Goldman Sachs & Co.
Harriman Ripley & Co., Inc.
Kidder, Peabody & Co.
Lazard Frères & Co.
Lehman Brothers
Merrill Lynch, Pierce, Fenner & Smith Inc.
Stone and Webster Securities Corp.
White, Weld & Co.
Bache & Co.
Yamaichi Securities Co. of N. Y., Inc.
The Nomura Securities Co. Ltd.
















































































１７３） “Japan – Meeting with Department of Technical Operations on Status of




























１７５） “Japan – Electric Power Project,” Chakravarti, January 8, 1958 [WBGA
1857483].

























































































































１９０） “The Economic Position and Prospects of Japan,” September 3, 1959 [WBGA
1857458].
１９１） “Prospective Lending to Japan, Memorandum from Department of Operations,
Far East, (SLC/O/1022)” September 8, 1959 [WBGA 1857458]

































１９４） “Japan – Delegation meeting with Mr. Rosen on Saturday, September 26 at 3






























力７万 KW，奥瀞発電所：出力７万 KW，計２８万 KW）
高根（飛騨川）計画（１２万 KW）
安曇計画（梓川）（安曇発電所：出力４８万 KW，水殿発電所：

































































































































１９６） “Japan – Selection of Projects – Memorandum from Department of Operations,
Far East (SLC/O/1028),” October 7, 1959 [WBGA 1857458]. １０月９日に
SLC は，この案を決定した (“Mnutes of Staff Loan Committee Meeting held





















































































































２０１） 新日本製鐵株式会社編 [1981a] pp. 41-47.






















に契約に至ることを望む」と記した (“Letter from Eisaku Sato to Eugine R.
Black,” January 13, 1960 [WBGA 1878831])。また，同年１月２１日，磯田財
務参事官は，世銀のカーギル等との会談の際に，「運輸大臣をつとめたこと
のある蔵相は，このプロジェクトにとくに関心を持っており，早期に処理さ
れることを望んでいる」と述べた (“Japan – Loan Operations,” January 25,
1960 [WBGA 1857458])。新幹線借款における佐藤蔵相のイニシアティブに
ついては，柳井潔 [1985] pp. 18-23，島秀雄 [1987] pp. 47-48参照.
２０４） 兼松学国鉄常務理事は１９５９年１２月に渡米，１月末まで世銀に対して説明を
行った（日本国有鉄道 [1973] p. 123，『日本経済新聞』１９５９年１２月１６日，
１２月２５日，『朝日新聞』１９６０年２月１日（夕刊））。技術陣は，６０年１月１１
日～２２日にワシントンを訪問した。
２０５） “Discussions with Representatives of Japanese Railways,” J. van Helden, Janu-







































「今後の対日借款は，凡て Joint Operation で行うというのが，世銀の考
え方であり，ブラック総裁が道路借款について理事会の席上で国鉄借款に














































































































九州電力 開銀 新小倉火力発電所（１５６千 KW） ２７，７４４ １４，２７８
世銀技術調査団来日済，近い将来調印
の見込


























２１８） 水田はつぎのようにブラックに伝えた。「昨年 Black 総裁が約束されたよう
表２０ 世銀借款希望額（１９６０年９月）
分野 実施主体 対象計画 工期 借款期待額 工事費総額 実績


















東京電力 横浜火力１期（１７．５万 KW ×２）






















鉄鋼 八幡製鉄 戸畑 第３高炉，第２転炉，分塊等 １９６０年１０月～６２年９月 ２，４００ ２１，５８９ 実現せず






















































































































小計 ― ９０，３００ ―




























は電々債，開銀債の発行よりも有望だと考えていた (“Japan – Visit to Mr.
Black of Mr. Isoda, Financial Commissioner,” January 22, 1960 [WBGA
1857458])。
２２６） “Letter from Okada to Ripman,” November 12, 1959, “Letter from Okada to
Ripman,” December 21, 1959 [WBGA 1878772].





















２２８） 日向方齊 [1987] pp. 86-87.












































































































































































２３９） “The Recent Economic Situation in Japan,” Department Operations, Far East,
April 13, 1961.
２４０） “The Recent Economic Situation in Japan,” M. H. R. Jordan, April 7, 1961
[WBGA 1857458].

























出してはどうかと示唆した (“Japan – Loan Operations,” January 25, 1960
[WBGA 1857458])。その後，一ツ瀬ダム・発電所は，１９６１年７月に着工し，６３




































２５０） 九州電力株式会社編 [2007] p. 541.
２５１） “Appraisal of the Shinkokura Thermal Power Project, Kyushu Electric Com-
pany, Japan,” Department of Technical Operations, March 7, 1961.



















２５４） 日本国有鉄道 [1973] pp. 119-120. 東海道新幹線建設については，日本国有








２５６） “The Projected Standard-Gauge Tokaido Trunk Line,” Japanese National




























































２６３） “Japan – Loan Application for New Tokaido Line Railway Project, Memoran-
dum from Department of Operations, Far East,” January 3, 1961 [WBGA
1878831].
２６４） “Minutes of Staff Loan Committee Meeting held on Thursday, January 5,




２６６） 日本銀行国債局 [1962] pp. 53-61.
２６７） ディロン・リード社のウォズワースは，国務省極東局のピーターソンに，社
債発行調査団を派遣した場合に，調査団員の身の安全が確保されるかどうか
問い合わせた (“Proposed Flotation of Japanese Telephone Company Bonds –
Memorandum of Conversation,” Department of State, October 18, 1960










































































































２７４） “Appraisal of Kobe-Nagoya Expressway Second Project, Japan,” Department of





































































































































































１１月２８日の理事会では，議長であるアイリフ (William Iliff) 副総裁から，
第２次道路公団借款をもって世銀が日本に対する融資を終了することが告
２７７）「開発銀行の政府保証外貨債の発行について － IMF, IBRD 第１６次，IDA
第１次年次総会準備資料 会見議題の部（二）」〔大蔵省〕理財局，１９６１年８
月［旧大蔵省史料 Z18-403］。
２７８） 日本道路公団 [1969] pp. 71-80.


































Sauer) 副総裁が２８４），６１年７月には新任のリンダ― (Harold F. Linder) 総裁
２８０） “IBRD 238th Special Meeting of Executive Directors,” November 28, 1961
[WBGA 109143]. なお，借款を打ち切るのに適切な時期ではないと述べた
のはカナダのヒュードン (K. Denis Hudon) 理事代理，それに対して，国際
収支悪化は循環的なものであり時期的に問題はないと発言したのはドイツの













任した (Beker & McClenahan [2003] p. 302)。
表２６ EXIM 対日借款一覧（１９６１～６５年）





































































































































































































２８８） “Points for Discussion with Black,” October 31, 1959 [RG56 Central Files of
the National Advisory Council Secretariat, 1946-1970].
２８９） “Points for Mr. Black’s Meeting with the Secretary, January 26, 1960,” January
























２９０） “IBRD Loans to Japan,” H. J. Bittermann, December 1, 1960 [RG56 Central
Files of the National Advisory Council Secretariat, 1946-1970].
２９１） “IBRD Loan to Japan,” H. J. Bittermann, December 17, 1962 [RG56 Central




World Bank Group Archives[WBGA]
1857427 Japan - General - Missions - Terms of Reference - Correspondence 01
1857455 Japan - General Negotiations - Correspondence 02
1857456 Japan - General Negotiations - Correspondence 03
1857457 Japan - General Negotiations - Correspondence 04
1857458 Japan - General Negotiations - Correspondence 05
1857483 Japan - Power Projects - Correspondence 01
1857492 Japan - Steel Project - Correspondence 01
1857738 Japan - Kawasaki Steel(02) - Negotiations 01
1857745 Japan - Kansai Power Project(02) - Negotiations 01
1878772 Japan - Kawasaki(03) - Negotiations 01
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